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1 SPEEDI（スピーディ）とはSPEEDI（スピーディ）とは

　SPEEDI（緊急時迅速放射能影響予測）ネットワークシステムは、原子力施設から大量の放射性物

質が放出されたり、あるいは、そのおそれがあるという緊急時に、周辺環境における放射性物質の大

気中濃度や被ばく線量などを、放出源情報、気象条件および地形データをもとに迅速に予測するシス

テムです。

　国・地方公共団体は、SPEEDIネットワークシステムが予測した情報により、周辺住民のための防護

対策の検討を迅速に進めることができます。

 

中央情報処理計算機：SPEEDIネットワークシステムの

予測計算処理を集中的に行うため（財）原子力安全技

術センターに設置された計算機。

中継機Ⅰ（観測データ収集用端末）：SPEEDIネットワー

クシステムの計算に必要な気象観測データなどを地

方公共団体のテレメータシステムから常時収集し、

SPEEDIネットワークシステムの中央情報処理計算機

に転送するため各地方公共団体に設置されたワークス

テーション。

中継機Ⅱ（出力図形表示用端末）：中央情報処理計算機か

ら送られてくるSPEEDIネットワークシステムの予測

計算結果を受信し、出力図形を作成して表示するため

各地方公共団体などに設置されたパーソナルコンピュ

ータ。

GPVデータ:Grid Point Valueの略称で、気象庁から

発表される84時間分の風向・風速などの気象予報値。

SPEEDIでは、気象予測に使用されます。

（注）

＊1　

＊2　

＊3　

＊4　

地方公共団体

周辺住民

緊急事態応急対策拠点施設（オフサイトセンター）

（財）原子力安全技術センター

放出源情報

計 算

気象・環境放射線
観測データ

指示伝達

助言

GPVデータ＊4／AMeDASデータ

原子力災害対策本部

原子力
安全委員会

緊急時
対応センター

本部長　内閣総理大臣

経済産業省

中継機Ⅱ＊3
（計算図形表示） 

中継機Ⅰ＊2
（気象・放射線観測データ収集） 

中継機Ⅱ＊3
（計算図形表示） 

非常災害
対策センター

文部科学省

モニタリングステーションなど気象観測装置

テレメータシステム

災害対策本部

原子力災害現地対策本部

中継機Ⅱ＊3
（計算図形表示） 

SPEEDISPEEDI
情報情報
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原子炉施設

核燃料施設など

（財）日本気象協会

風向・風速・降水量・雲量・気温など



2 SPEEDIネットワークシステムの構成 SPEEDIネットワークシステムの構成 System for Prediction of Environmental Emergency Dose Information

北海道 
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青森 

宮城 

福島 

茨城 

新潟 

石川 

福井 

鳥取 
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京都 
岡山 

愛媛 

大阪 

静岡 

佐賀 

長崎 

文部科学省 

経済産業省 

オフサイトセンター 
（試験研究炉等） 

オフサイトセンター 
（原子力発電所等） 

原子力安全委員会 

地方公共団体 

（財）日本気象協会 

（財）原子力安全技術センター 

モニタリングステーション 風向・風速計 

　地方公共団体では、原子力施設などの周辺にモニタリングステー

ションおよび風向・風速計などの気象観測機器を設置し、気象・環境

放射線観測データをテレメータシステムによって収集しています。 

（GPVデータ/AMeDASデータ） 

SPEEDIネットワークシステムのデータ通信ネットワーク 

　SPEEDIネットワークシステムは、文部科学省、原子力安全委員会、経済産業省、緊急事態応急対

策拠点施設（オフサイトセンター）、地方公共団体、および（財）日本気象協会とを、（財）原子力安全

技術センターに設置された中央情報処理計算機を中心に専用回線により接続しています。 

　中央情報処理計算機は、各地方公共団体のモニタリングステーションなどからの気象・環境放射

線観測データと（財）日本気象協会からのGPVデータおよびAMeDASデータを常時収集し、万一

の緊急事態に備えています。 

SPEEDIネットワークシステムのデータ通信ネットワーク 

中継機 Ⅰ（観測データ収集用端末） 中継機 Ⅱ（出力図形表示用端末） 
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は、中継機Ⅰの設置場所を示しています。 
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■SPEEDIで使用される各種データ 

■放出源情報の内容 

■地方公共団体（気象および環境放射線観測データ） 

■緊急時における計算条件入力から図形配信までの時間 

　SPEEDIネットワークシステムの予測計算に必要な入力データのうち、常時オンラインで収集され

ているものは、風向、風速、気温、降水量、大気安定度などの気象データであり、これらはSPEEDIネ

ットワークシステムの局地気象予測、3次元風速場、濃度および線量計算のために用いられます。 

　また、緊急時には放出源情報として事故発生施設名、原子炉停止時刻または事故発生時刻、放出

開始時刻、放出継続時間のほか、希ガス、ヨウ素など核種ごとの1時間当たりの放出量などを入力し、

濃度および線量計算のために用います。 

　そのほかに、対象地域の地形、放射性物質の放出点の位置および高さ、放射性核種の特性および

炉型・燃焼度の違いによる核種の組成比率データなどがデータベースとして格納されており、自動的

に検索され予測計算に用いられます。 

　放出源情報とは、原子力施設から報告される放射性物

質の放出状況に関する情報で、SPEEDIネットワークシス

テムでは右に示すようなデータ項目を入力します（原子

炉施設の例）。 

（＊1） 低線量率系と高線量率系について 
測定装置の測定方式の違いにより、測定可能な空気吸収線量率の範囲に差があります。低線量率系は通常バックグラウンドレベルから10μGy/h程度までの

空気吸収線量率を測定でき、高線量率系は低線量率系の測定範囲と一部重複し、１mGy/h以上の範囲までの空気吸収線量率を測定できます。 

（＊2） 中性子線量率 
一部の地方公共団体で測定しています。 

刻々変わる 
データ 

気象データ 

風向、風速、降水量、大気安定度、日射量、 
放射収支量 

ＧＰＶデータ（風速（Ｕ，Ｖ成分）、気圧、気温、 
比湿、降水量、雲量） 
AMeDASデータ（風向、風速、降水量） 

サイトおよび施設名、放出開始時刻、 
放出継続時間、核種名とその放出率 

地名、海岸線、河川、道路、鉄道、緯経線等 

人口分布、学校、病院、避難施設等 

サイト名、施設名、緯度、経度、 
スタック海抜高度、炉型 

実効線量等への核種別換算係数等 

地方公共団体から 
オンラインで入力 

（財）日本気象協会 
からオンラインで 
入力 

手入力 

データベースから 
自動的に検索 

希ガスとヨウ素の炉型・燃焼度別の 
燃料棒内組成比率等 

50mおよび250m数値地図、 
土地利用データ 

局地気象予測計算、風速場予測計算 
濃度予測計算、線量予測計算 

濃度予測計算、線量予測計算 

出力図の下絵 

出力図の下絵 

濃度予測計算の放出点の情報 

線量予測計算 

希ガス・ヨウ素同位体の 
環境中組成比率の推定等 

局地気象予測計算、風速場予測計算 
濃度予測計算、線量予測計算 

放出源情報 

地理情報 

社会環境 
情報 

サイトデータ 

線量換算 
係数 

核種組成 
比率データ 

地形データ 

計算条件入力 

局地気象予測計算 

風速場予測計算 

濃度・線量計算 

図形作成・配信 

項　目 内　容 入力方法 用　途 

格納データ 

およその所要時間（分） 

データ項目 
サイト名称、炉名称 

放出開始時刻 

放出継続時間 

放出核種名・放出率 

放出高 

平均燃焼度 

気象観測データ 

風
　
　
　
速 

降
　
水
　
量 

気
　
　
　
温 

日
　
射
　
量 

放
射
収
支
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大
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そ
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他 

低
線
量
率
系 

高
線
量
率
系 

中
性
子
線
量
率 

風
　
　
　
向 

環境放射線観測データ 

γ線 

（＊１） （＊１） 

（＊2） 

16方位 m/s mm/h ℃ kW/m2 kW/m2 11段階 
積雪 
深等 μGy/h μGy/h μSv/h

■（財）日本気象協会（気象データ） 

AMeDASデータ 

風
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向 

GPVデータ（地上データ） 

16方位 m/s mm/h ℃ hPa m/s m/s ℃ kg/kg mm/h 0～9

気
　
　
　
圧 

風
速
ｕ
成
分 

風
速
ｖ
成
分 

風
ω

成

分

 

気
　
　
　
温 

比
　
　
　
湿 

GPVデータ（上層データ） 

hPa m/s m/s hPa/h ℃ kg/kg
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2分 



4 処理の流れ 処理の流れ 

気象・環境放射線観測データの収集 

　地方公共団体のテレメータシステムからの気象データや環

境放射線観測データおよび（財）日本気象協会からのGPVデー

タやAMeDASデータを、通信ネットワークを介して中央情報処

理計算機に常時収集します。 

　収集された気象データおよび地形データをもとに原子力サ

イトにおける地形の影響を考慮した局地気象予測データを作成

します。この予測計算では、GPVデータ、標高データおよび土地

利用データを使用して局地気象予測データが作成されます。 

　対象となる原子力サイトの局地気象予測データと放出源情

報をもとに、風速場、大気中濃度および線量計算を行います。 

　予測計算の結果を見やすい図形にして、国、地方公共団体な

どに迅速に提供します。 

局地気象予測データの作成 

緊急時予測計算 

　各種の出力図形を国、地方公共団体などの中継機Ⅱで表示し

ます。 

図形受信・表示 

図形作成・配信 

System for Prediction of Environmental Emergency Dose Information

平常時処理  気象予測精度 
分析 

　気象予測の確かさを確認するため、風向、

風速、大気安定度について、予測値と実測値

との比較を行い、記録します。 

　受信したGPVデータおよび地形データを

使用して、各原子力サイト毎に風向、風速、気

温等を格子点値として予測する局地気象予

測計算を行います。 

 同化用データ 
作成 

　モデルで予測したデータの修正を行うた

めの同化処理に必要なデータの作成を行い

ます。 

　局地気象予測計算で

予測された風向・風速を

もとに、地形などを考慮

して、3次元の計算領域

全体の風向・風速を計算

します。 

　入力された放出源情

報と風速場計算の結果

から、放射性物質の大気

中濃度、地表蓄積量を計

算します。 

　濃度計算結果と核種

の組成および物理定数か

ら、地上における空気吸

収線量率、ヨウ素の吸入

による甲状腺等価線量な

どを計算します。 

　計算結果を見やすい

図形にして、国、地方公共

団体などに迅速に提供し

ます。図形の種類につい

ては「7出力図形の一覧」

を参照してください。 

緊急事態が発生すると、 

文部科学省は緊急時処理を 

指示します。 

緊急時処理緊急時処理  緊急時処理 

風速場予測計算風速場予測計算 風速場予測計算 

局地気象予測計算 局地気象予測計算 

濃度予測計算濃度予測計算 濃度予測計算 線量予測計算線量予測計算 線量予測計算 図形配信図形配信・表示表示 図形配信・表示 
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（＊1） 同　化 
モデルによる予測結果を、観測値などにより修
正することで、予測精度の向上につながりま
す。SPEEDIでは、現地の実測気象観測デー
タなどによる同化処理を行うことができます。 
 

　SPEEDIネットワークシステムの計算処理は、平常時の処理と緊急時の処理の2種類からなっています。 

　平常時は、ネットワークを介して気象・環境放射線観測データを収集し、気象予測精度分析、同化用デ

ータの作成を行いつつ、緊急時に備えています。 

　緊急時には、気象データ、地形データをもとに、局地気象予測計算の結果を用い、3次元領域全体の

風速場計算、放射性物質の大気中濃度計算および線量計算を行い、被ばく線量などを予測します。 

（＊1） 

（＊1） 



PHYSIC
データ

WIND21
データ

PRWDA21
データ

5 計算の仕組み計算の仕組み計算の仕組み計算の仕組み

局地気象予測計算（PHYSIC）
　GPVデータを基に、原子力施設が設置されている地域の風向・風速、気温等の予測
データを取り出し、大気力学方程式に基づき、風向・風速について局地の地形を反映
した計算格子点上の予測値を計算するとともに鉛直拡散係数、大気安定度の予測デ
ータを作成します。

質量保存則風速場計算（WIND21）
　局地気象予測計算からの予測値を内挿により、より高い分解能の計算格子上に設
定します。風速場については、より高い分解能の標高データを入力し、風速場の変分
解析により質量保存則が満たされるように内挿値に最小の修正を加え、風向・風速を
予測します。

濃度・線量計算（PRWDA21）
  風速場の計算結果、放出源情報、地形データなどをもとに、以下の濃度・線量計算が
行われます。
●降雨および乾燥沈着ならびに放射能の減衰を考慮し、放射性物質の大気中濃度お
よび地表蓄積量の予測計算を行います。
●放射性物質の大気中濃度および地表蓄積量の計算結果から、空気吸収線量率を
計算します。空気吸収線量率は、各核種からの複数の 線による寄与を個別に計算
して合計する詳細な手法により計算されます。
●空気吸収線量率の計算結果から外部被ばく実効線量を計算します。
●放射性物質の大気中濃度の計算結果から、吸入による臓器等価線量や内部被ばく
実効線量等を計算します。
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　SPEEDIネットワークシステムは、3つの計算モデルを用い

て、局地気象予測計算、風速場計算および濃度・線量計算を行

い、線量などの予測値を算出します。これらの予測値は、計算

開始時点から指定した予測時間幅の間を1時間刻みの出力

図形として見ることができます。

（＊3） 地形準拠座標系
地形準拠座標系は、鉛直座標をほぼ地形に沿った形で定義した座標系で、
モデルにおいて最下層が地形と一致するため、複雑な地形を比較的良好に
再現できます。

1211

SPEEDIにおける地形準拠座標系（＊3）（例：PHYSICの領域）

SPEEDI計算の流れ

h＝海抜0ｍ

第１層 h＝10ｍ

最上層  h＝4,000ｍ

30層に分割鉛直方向

水平方向

100kmを50分割

北緯50°

北緯20°
東経120°

広域図

東経150° 内挿

内挿 ＋ 同化処理

120分割 
15分間隔 

150分割 

12分間隔 

100km
50分割

100km　50分割

25km
50分割

25km　50分割

25km
100分割

25km　100分割

狭域図

狭域図

（＊1）予測時間幅
予測可能な最大時間幅は、GPVデータの予報時間
幅、データ配信までの時間および予測計算開始時刻
に依存し、67時間から79時間の間となります。

U,V,W ：風速3成分
R ：降水量
T ：温度
Q ：比湿
K ：鉛直拡散係数
S ：大気安定度
C ：大気中濃度
D ：地表沈着量
DA ：空気吸収線量率
DE ：外部被ばく線量
DI ：内部被ばく線量
Z ：標高
LU ：土地利用

気象庁数値予報データ
（GPV）

PHYSIC

WIND21

PRWDA21
（広域計算）

地形データ

U, V, T
R, Q

U, V, W, K, S, R

U, V, W, K, S, R

C, D, DA, DE, DI

U, V

現地気象観測データ
（同化用）

大気力学モデルによる局地気象予測計算

質量保存則風速場計算

濃度・線量計算

Z, LU

（　）内は計算のモデル名です。

GPV
データ



6 出力図形の見方（その1） 出力図形の見方（その1） 

　計算領域内の水平断面上の風向・風速分布を表す図です。 

　この図は、ある原子力発電所周辺の地上高度50mの水平断面における、

2004年7月22日12時の風速場の計算結果を示すものです。 

風向と風速の表現 

　風向と風速は、矢印で表現されています。地図の方位は上が北であるので、

矢印が下向きの場合は北風を表します。矢印の長さは、風速の水平方向の成分

に比例します。この図には、風の鉛直方向の成分は表現されていません。 

　地図の右側の「風速」に記された矢印は、図中の矢印が表す風速の目安とな

るものであり、個々の地点の風速は標準風速との比較からわかります。この例

では、毎秒6m前後の北西よりの風が卓越しています。 

計算範囲 

　この図は、東西25km四方、鉛直方向約2,000mの計算範囲全体を、水平方

向0.5km、鉛直方向は地上から約2,000mまでを20層に分割して、各セルで

質量保存則を満たすように計算したものです。風向・風速を表す矢印の始点は

各セルの中央に位置しています。 

地図情報 

　地図の縦軸および横軸の数値は、それぞれ原子力発電所の位置を基点とし

た、南北および東西方向の水平距離（単位：km）を表します。地図中には、海

岸線と等高線が記入されています。 

　この予測計算図形は地上50mの水平断面を表現しているため、計算領域

全体について風向・風速が表示されていますが、海抜高度を指定した場合は、

それよりも高い山地における風向・風速は、ともに表示されません（次頁「風

速場表示面の概念図」参照）。 
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　SPEEDIネットワークシステムの出力には、予測結果を表す図形と観測結果を表す図形があります。 

　予測結果図形は、風速場、大気中の放射性物質濃度、外部被ばくによる実効線量、吸入による甲状

腺等価線量などの予測値を表現します。 

　また観測結果図形は、気象観測データおよび環境放射線観測データを表現します。 

　ここでは、代表的な図形である風速場および外部被ばくによる実効線量図形について、ある原子力

発電所を例にとってその見方を説明します。 

12

風速場図形 

地上高水平面 

海抜高水平面 

表示海抜高度以上の陸上部では、表示されません 

風速場表示面の概念図 
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○○○原子力発電所 

サイト中心：31°49′47″   130°11′33″ 

 

風速：　　（6.2m/s) 

 

計算メッシュ幅：水平方向＝0.50km 

 

風速場図形の矢印は、鉛直成分を
除いた風の水平成分を表します。 
矢印の始点は計算用セルの中央
に位置します。 

500m

第1層 

計算用セル 

年月日および時刻 

図中の矢印長が表わす風速のめやす 

サイト位置からの 
南北方向の距離 
（km） 

サイト位置からの 
東西方向の距離（km） 
地図は上が北です 

計算用セルの 
大きさ 

この図が表わす 
断面の地上高度 

風速場（地上 50ｍ） 
日時＝2004/07/22 12：00 
気象データ＝観測値 



出力図形の見方（その2） 出力図形の見方（その2） 

　計算領域内の地上における外部被ばくによる実効線量分布を表す図です。 

　ここに示す計算例は、仮想的な放出条件をもとに、ある原子力発電所周辺の、

2004年7月22日の気象条件を用いて計算した10時から16時までの、地上

における外部被ばくの6時間積算値の予測結果を示すものです。気象データ

は7月22日10時から16時までの実測データを用いています。 

 

等値線の見方 

　実効線量（単位：mSv）は、地上において値の等しい地点を結んだ線すなわ

ち等値線で表現されています。この例では、海岸付近に最も実効線量が大き

い地点（地図上の記号＊）があります。一番内側の等値線は10-16mSvを示す

ことが右側の凡例からわかります。一番外側の等値線はその100分の１の値

を表しています。なお、＊の地点の実効線量値は3.4×10-16mSvであること

が凡例に示されています。 

放出条件 

　放射性物質の環境への放出は、地上高61.5mのスタック（排気筒）から起

きたこと、その時の燃焼度を20,000MWD/MTU、原子炉停止時刻は7月

22日10時、放出開始時刻は7月22日10時、放出が6時間継続すると仮定し

ています。 

 「放出モード＝単位量放出」は、放射性物質の放出の条件を表し、「単位量放

出」は、常に一定量の放射性物質が放出されるモードです。「変動放出」は、時

間とともに放出量が変化する場合に、指定するモードです。 

　この計算例では、放出率を希ガス1Bq/hとしています。 

　この計算から得られた実効線量の分布は、迅速な防護対策の検討に用いら

れます。また、緊急時環境放射線モニタリング結果と比較し、実際の放出量を

推定するときにも役立つものです。 

計算範囲および地図情報 

　前記の風速場図形と同様に、東西25km四方、鉛直方向約2,000mの計

算範囲全体を、水平方向0.25km、鉛直方向は地上から約2,000mまでを

20層に分割して予測計算を行ったものです。 

　地図の縦軸および横軸の数値は、それぞれの原子力発電所の位置を基点

とする南北および東西方向の水平距離（単位：km）を表します。 
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外部被ばくによる 
実効線量 

　 
　 
　 
核種名＝希ガス 
対象年齢＝成人 
 
実効線量等値線（mSv） 
1＝1.00×10-16 

2＝5.00×10-17 

3＝1.00×10-17 

4＝5.00×10-18 
5＝1.00×10-18 
 

最大線量＝3.4×10-16　mSv 
放出地点から（0.1、 －0.1）km 
  
計算モデル名＝PRWDA21 
使用モデル名＝通常モデル 
計算条件 
　計算メッシュ幅　水平方向＝0.25km 
　放出高＝61.5m 
　燃焼度＝2.00×104　MWD/MTU 
　原子炉停止時刻＝2004/07/22 10：00 
　放出開始時刻　＝2004/07/22 10：00 
 
　放出モード＝単位量放出 
　放出核種及び放出率 
　希ガス：1.00×100  Bq/h 
 
 

外部被ばく実効線量（希ガス） 
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この図は外部被ばくの6時間 
積算値であることを示します 

最大線量が予想される 
位置と値（地図上の記号＊） 

計算用セルの 
大きさ 

放出モード：単位量放出 
・放出時間中一定放出率で 
計算し減衰補正を行います 

等値線は実効線量を表します 
等値線の最小の値と最大の値 
の開きは102です 

50分割 

第1層 

第20層 

（約2,000m） 

25km

PRWDA21の 
領域 

1615

10

日時＝2004/07/22 10：00 － 2004/07/22 16：00の積算値 
気象データ＝観測値 

各セル内の全模擬放射能粒子 
からの寄与を考慮し、線量を 
計算します。 

線量計算の概念図 

最大線量地点 



　SPEEDIネットワークシステムの予測出力図形の上に、あらかじ

めデータベース化された周辺地域の人口や公共施設などの情報を

重ねて表示することができます。これにより、国、地方公共団体等が

被ばくのおそれのある地域に対して迅速に交通規制、屋内退避、避

難などの防護対策をとる上で有力な情報となります。 

　データベース化された情報には、社会環境情報と地理情報があり、

次のような項目から構成されています。 

 

 

　この図形は、外部被ばくによる実効線量図形に避難施設情報を重ねて表示したものです。

図中○ヒは各避難施設の位置を表します。 
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データベース情報の 
検索表示 

社 会 環 境 情 報 
人口面  

学校 

病院  

避難施設 

警察署  

市町村役場  

消防署  

運輸関係  

防災機関 

県内報道機関  

関係各省庁  

 

各省庁出先機関  

県庁関係（本庁）  

宿泊施設  

コンクリート建物  

老人ホーム  

船舶保有   

防災関係機関所有船舶  

ヘリポート  

水道施設   

車両保有  

緊急時輸送車両  

 

ヘリコプター発着場適地  

防災行政無線局設置機関  

緊急時モニタリング地点  

資機材保管場所  

平常時モニタリング地点  

防災関係機関保有船舶（国）  

国道情報  

県道情報  

市町村道情報  

社会環境情報登録年度 

地 理 情 報 
市町村界 

町丁字等界 

海陸  

湖沼・河川 

等高線 

道路（幅員付） 

国道 

主要道路 

県道  

高速・有料道路 

 

新幹線  

新幹線駅  

ＪＲ線 

ＪＲ線駅 

公営・民営鉄道 

公営・民営鉄道駅 

観測所 

地点マーカ 

16方位円（サイト中心）  

16方位円（放出地点中心）  

 

サイト敷地境界  

モニタリング観測値 

図形軸  

緯経度表示  

緯経線 

建物形状 

地理情報登録年度 

コメント 

作成日時 

日時＝2004/07/22 10：00 － 2004/07/22 16：00の積算値 
気象データ＝観測値 

外部被ばくによる実効線量 

各避難施設の情報： 

収容能力1　コンクリート建物の収容人数（人） 

収容能力2　木造建物の収容人数（人） 

距離・方向　原子力施設からの距離（km）と方位 

 

多角形で囲まれた地域の避難施設に 

おける収容能力（人数）の合計 

 

 

多角形で囲まれた範囲内にある 

避難施設の一覧を示します 

1817

出力図形の見方（その3） 出力図形の見方（その3） 



7 出力図形の一覧（その1） 出力図形の一覧（その1） 

●出力図形の種類と内容 

System for Prediction of Environmental Emergency Dose Information

●出力図形の種類と内容 

予
　
測
　
結
　
果 

図形の名称 表示方法 単　位 内　容 

観
　
測
　
結
　
果 

①風速場 （地上高） 

②大気中濃度 （地上高） 
　（希ガス） 
　（ヨウ素） 
　（上記以外のFP核種など） 

③地表蓄積量 
　（ヨウ素） 
　（上記以外のFP核種など） 

④空気吸収線量率 

⑤外部被ばくによる 
　実効線量 

m/s

Bq/m3

Bq/m2

μGy/h

mSv

⑥吸入による 
　甲状腺等価線量 

⑦内部被ばくによる 
　臓器の等価線量 

⑧内部被ばくによる 
　実効線量 

⑨気象観測値 
（風向・風速） 
（降水量） 

各時刻における風向・風速の水平成分をベクトル表示。 
放射性プルームの流れる方向の予測に利用する。 

各時刻における平均空気中濃度 
（希ガス、ヨウ素、FP核種など）を表示。 

地上に蓄積するヨウ素およびFP核種などの積算量を 
表示。 

各時刻における平均空気吸収線量率を表示。 
緊急時環境放射線モニタリング結果との比較に利用 
する。 

希ガス、ヨウ素、FP核種などから受ける外部被ばく実効 
線量を表示。住民の予測実効線量の推定に利用する。 

ヨウ素の吸入による甲状腺の等価線量を表示。  
住民の甲状腺予測等価線量の推定に利用する。 

FP核種などの吸入による肺、骨表面など臓器の等価 
線量を表示。 

ヨウ素以外のFP核種などの吸入による実効線量を表 
示。 

気象観測データの風向・風速値を矢印により表示。 

水平断面風速場 
ベクトル表示 

水平分布等値線 
および最大濃度地点 

水平分布等値線 
および最大線量地点 

地上観測点における 
矢印表示 

地上観測点における 
記号表示 

⑩放射線観測値 環境放射線観測値を下記の記号により表示。 

地上観測点における 
記号表示 

地上観測点における 
記号表示 

m/s

mm/h

μGy/h

μSv/h

低線量率 
高線量率 

中性子線量率※ 

※測定しているサイトのみ作成可能 

 降水量を下記の記号により表示。 
●：20mm/h以上  　▼10mm/h未満 
　：10～20mm/h　▲欠測 

●：10μGy/h以上　　▼：0.2μGy/h未満 
　：2～10μGy/h　　▲ 欠測 
　：0.2～2μGy/h

●：10μSv/h以上　　▼：0.2μSv/h未満 
　：2～10μSv/h　　▲ 欠測 
　：0.2～2μSv/h

①風速場図形 
図形名「風速場（地上高）」 

○○○原子力発電所 

対象日時　：2004年7月22日12時00分 

サイト中心：31°49′47″   130°11′33″ 

気象データ：観測値 

表示高度　：50.00m 

標準風速 

　　　4.8m/s

②大気中濃度図形 
図形名「大気中濃度（希ガス）（地上高）」 

2004年7月22日 12時00分～7月22日 13時00分 

○○○原子力発電所  ○号炉 

放出地点　：31°49′47″   130°11′33″ 

気象データ：観測値 

表示高度　：2.00m 

最大濃度　：1.7×10－9Bq/m3 

放出地点から（0.4、－0.6）km 

 

【凡例】  等値線 (Bq/m3) 

1：1.00×10－9 

2：5.00×10－10  

3：1.00×10－10  

4：5.00×10－11  

5：1.00×10－11  

 

③地表蓄積量図形 
図形名「地表蓄積量（ヨウ素）」 

2004年7月22日 10時00分～7月22日 16時00分の積算値 

○○○原子力発電所  ○号炉 

放出地点　：31°49′47″   130°11′33″ 

気象データ：観測値 

最大値　　：7.3×10－8Bq/m2 

放出地点から（0.4、－0.6）km 

 

【凡例】  等値線 (Bq/m2) 

1：5.00×10－8                                    

2：1.00×10－8                                                      

3：5.00×10－9　                                                       

4：1.00×10－9　                                                       

5：5.00×10－10

2019

 

 

 

 

 

 

 

 

【計算条件】 

放出高　　　　：地上61.5m 

計算メッシュ幅：水平方向 250m 

放出開始日時　：2004年7月22日 10時00分 

原子炉停止日時：2004年7月22日10時00分 

燃焼度　　　　：20,000MWD/MTU 

放出モード　　：単位量放出 

放出核種及び放出率 

希ガス：1Bq/h

 

 

 

 

 

 

 

【計算条件】 

放出高　　　　：地上61.5m 

計算メッシュ幅：水平方向 250m 

放出開始日時　：2004年7月22日 10時00分 

原子炉停止日時：2004年7月22日10時00分 

燃焼度　　　　：20,000MWD/MTU 

放出モード　　：単位量放出 

放出核種及び放出率 

ヨウ素：1Bq/h
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⑤外部被ばくによる実効線量図形 
図形名「外部被ばくによる実効線量」 

2004年7月22日 10時00分～7月22日 16時00分の積算値 

○○○原子力発電所  ○号炉 

放出地点　：31°49′47″   130°11′33″ 

気象データ：観測値 

対象年齢　：成人 

最大線量　：3.4×10－16mSv 

放出地点から（0.1、－0.1）km 

 

【凡例】  等値線 (mSv) 

1：1.00×10－16 

2：5.00×10－17 

3：1.00×10－17  

4：5.00×10－18  

5：1.00×10－18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計算条件】 

放出高　　　　：地上61.5m 

計算メッシュ幅：水平方向 250m 

放出開始日時　：2004年7月22日 10時00分 

原子炉停止日時：2004年7月22日10時00分 

燃焼度　　　　：20,000MWD/MTU 

放出モード　　：単位量放出 

放出核種及び放出率 

希ガス：1Bq/h

④空気吸収線量率図形 
図形名「空気吸収線量率」 

2004年7月22日 14時00分～7月22日 15時00分 

○○○原子力発電所  ○号炉 

放出地点　：31°49′47″   130°11′33″ 

気象データ：観測値 

最大線量率：6.9×10－14μGy/h 

放出地点から（0.1、－0.1）km 

 

【凡例】  等値線 (mSv) 

1：5.00×10－14  

2：1.00×10－14 

3：5.00×10－15                             

4：1.00×10－15 

5：5.00×10－16

 

 

 

 

 

 

 

【計算条件】 

放出高　　　　：地上61.5m 

計算メッシュ幅：水平方向 250m 

放出開始日時　：2004年7月22日 10時00分 

原子炉停止日時：2004年7月22日10時00分 

燃焼度　　　　：20,000MWD/MTU 

放出モード　　：単位量放出 

放出核種及び放出率 

希ガス：1Bq/h

⑥ヨウ素の吸入による甲状腺等価線量図形 
図形名「吸入による甲状腺等価線量」 

2004年7月22日 10時00分～7月22日 16時00分の積算値 

○○○原子力発電所  ○号炉 

放出地点　：31°49′47″   130°11′33″ 

気象データ：観測値 

対象年齢　：1歳児 

最大線量　：2.4×10－12mSv 

放出地点から（0.4、－0.6）km 

 

【凡例】  等値線 (mSv) 

1：1.00×10－12 

2：5.00×10－13 

3：1.00×10－13 

4：5.00×10－14 

5：1.00×10－14

 

 

 

 

 

 

 

 

【計算条件】 

放出高　　　　：地上61.5m 

計算メッシュ幅：水平方向 250m 

放出開始日時　：2004年7月22日 10時00分 

原子炉停止日時：2004年7月22日10時00分 

燃焼度　　　　：20,000MWD/MTU 

放出モード　　：単位量放出 

放出核種及び放出率 

ヨウ素：1Bq/h 

 

⑧内部被ばく実効線量図形 （図形例は省略します。） 

⑦内部被ばく臓器等価線量図形 
図形名「内部被ばく臓器等価線量」 

2004年7月22日 10時00分～7月22日 16時00分の積算値 

○○○原子力発電所  ○号炉 

放出地点　：31°49′47″   130°11′33″ 

気象データ：観測値 

対象年齢　：成人 

臓器名　　：肺 

最大線量率：3.2×10－12  mSv 

放出地点から（0.4、－0.6）km 

 

【凡例】  等値線 (mSv) 

1：1.00×10－12 

2：5.00×10－13 

3：1.00×10－13 

4：5.00×10－14 

5：1.00×10－14

 

 

 

 

 

 

【計算条件】 

放出高　　　　：地上61.5m 

計算メッシュ幅：水平方向 250m 

放出開始日時　：2004年7月22日 10時00分 

原子炉停止日時：2004年7月22日10時00分 

燃焼度　　　　：20,000MWD/MTU 

放出モード　　：単位量放出 

放出核種及び放出率 

Cs-137：1Bq/h

⑨気象観測値図形 
図形名「気象観測値（降水量）」 

日時＝2004年8月8日 20：00 

○○○  境域図 

サイト中心：130°11′33″-  31°49′47″    

領域　　　：23km×23km 

                                       

降水量 (mm/h)  

　　　　20以上 

　　　　10 - 20 

　　　　  0 - 10 

　　　　欠測データ 

2221

⑩放射線観測値図形 
図形名「放射線観測値」 

日時＝2004年8月8日 20：00 

○○○  境域図 

サイト中心：130°11′33″-  31°49′47″    

領域　　　：23km×23km 

モニタ＝低線量率用 

                                       

空気吸収線量率（μGy/h)  

　　　10.0以上 

　　　2.0 - 10.0 

　　　0.2 - 2.0 

　　　0.0 - 0.2 

　　　欠測データ 


